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1.研究の名称 :オリゴ転移を有する食道扁平上皮癌に対する治療に関する多機関共同後向
―2.倫理審査と許可I京都大学医学部附属病院および共同研究機関において上記課題の研究を行います。この研究

は、京都大学大学院医学研究科口医学部及び医学部附属病院 医の倫理委員会の審査を受け、各研究機関の長

の許可を受けて実施しています。

3.研究機関の名称・施設研究責任者の氏名
1研究代表機関

京都大学医学部附嵐病院 腫瘍内科
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四国がんセンター         消化器内科        医長  梶原猛史
|九州がんセンター         消化管外科        消化管外科部長  木村和恵
九州大学病院          血液・腫瘍會心血管内科   教授  馬場英司
熊本大学病院          消化器外科        教授. 岩槻政晃
大分大学医学部附属病院     鰹瘍“血液内科学講座   臨床特任助教   稲壇崇
鹿児島大学病院         消化器外科        講師  佐々木 健

4_研究の目的・意義
本研究の目的は、オリゴ転移を有する食道扁平上皮癌を対象に実施された治療の有効性、安全性を明らか

にします。        '
本研究によリオリゴ転移を有する食通扁平上皮痛に関する基礎データを構築し、今後のオリゴ転移を有する

食道篇平上皮癌に関する基礎データを構築し、今後のオリゴ転移を有する食道嬬平上皮癌の治療開発の礎

を確立することです。

5.研究実施期間
各研究機関の長の実施許可日から2026年 3月 31日

6.対象となる情報の取得期間
2017年 6月・1日～2023年 9月 30日の間|に、研究機謳||おいて転移再発食道扁手上皮癌に対し、免疫チ

ェックポイント限書業を含む化学療法を受けた懲者さん

7.情報の利用目的奉利用方法
各機関で仮名化された輔鰯雛

馨驚蹴鐵鮮鍵鐵臨鯖菖餞 締鰤節ぃ得られたデータから、各治療法や背景困手での:

ます。

8.利用する情報の項目
・調査期‐間12017年 6月 1日から2023年 9月 30日

・患者情報(年齢、性別、PS)

・主占居部位、臨床病期

“再発0場合、根治治療の情報:治療内察 内視鏡治療/手輛 法:総線量、化学療法併用の有無)、

治療開始日、手術日、治療終了日
・同時性オリゴ転移、異時性オリゴ転移
・オリゴ転移の情報:転移騰器、転移病変個数.腫瘍長径

・オリゴ転移に対する治療の情報:治療内容t治瀾議籍日、1‐3回目治療効果判定内容、併施治療、島所治療

"予後情報

9.利用また1ま提供を開始する予定日
各研究機関の長の実施許可日以降

10.試料コ情報の管理について責任を有する者の氏名

京都大学饉学部附薦病院 腫瘍内科 特定講師 野村基雄

11.利用または提供の停止

研究対象者又はその代理人の求めに応じて、研究対象者が議男1される試料・情報の利用を停止することが

できます。停止を求められる場合には下記の連絡先にご連絡ください

12.研究に関する資料などの入手または蘭覧について

本研究の対象となる方は、希望される場合には、他の研究対象者などの個人情報及び知的財産の保護など

に支障がない範囲内で本研究に関する研究計画などの資料を入手・閲覧することができます。

13.研究の資金・利益相反

本研究は通営費交付金(国立大学法人などの運営費として国離 り措置される資金〕をnttて実腱 れる。

特定の企業からの資金提供は受けておらず、利益相反につもヽては、「京都大学利益相反ポリシー、F京都大

学利益相反マネジメント軸 に従い、「京都大学臨床研究利益相反審査委員会」において適切に審査してい

ます。また、他の機関においても|、 各機関の規定に従い確認されています。

14個人情報の取り扱いについて
研究にあたつて、個人を特定できる情報(個人情報)1まHIl除していますもまたt研究を学会や論文などで発表

するときにも、個人を特定できないようにして公表します。



15.研究成果の公表について

1研究成果は学会発表、学術雑誌などで公表します.

16.研究課題の相談窓口

京都大学医学部附属病院 腫瘍内科 野村 基雄

〒606-3507京都市左京区聖護院川原町 54

TEL:075-751-3518(PHS 6298)

[―ma薔 :鶴nomuraOkuhp.kyotc― u.acjp

共同研究機関の相談窓目

施設名I 広島市立JL部医療センター安佐市民病院
担当者名:消化器外科  憲美 学
連絡先: 〒731-0293広島市安佐北区亀山南 1丁‐目2-1

TEL1082-815‐5211(代表)

17.京都大学の苦情等の相談窓ロ

京都大学医学部隣臓病院 臨床研究相談窓目

(Tei)075-751-4748 (E■mal)曲 odan@kuhplkyotoTliac昴
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